
 

 

  
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

       

         

 

分
校
時
代
の
野
球
部 

本
校
野
球
部
の
創
部
は
今
か
ら
百
十
数
年
前

の
分
校
時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。
当
時
、
生

徒
達
に
人
気
の
あ
っ
た
野
球
は
運
動
会
で
も
欠

か
せ
な
い
花
形
種
目
で
あ
っ
た
。『
進
修
』
創
刊

号
（
明
治
33
年
１
月
刊
）
に
は
、
明
治
31
年
６

月
（
春
季
運
動
会
）
と
11
月
（
秋
季
運
動
会
）

に
行
わ
れ
た
校
内
野
球
試
合
の
様
子
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
明
治
31
年
12
月
に
組
織
さ
れ
た
進
修

会
の
会
則
に
も
「
本
会
は
雑
誌
部
・
演
説
部
・

体
育
部
の
三
部
か
ら
構
成
さ
れ
、
体
育
部
に
は

撃
剣
柔
道
科
と
野
球
遊
戯
科
の
二
科
を
置
く
」

と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
早
く
も
野
球

部
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

練
習
は
神
立
原 

授
業
を
受
け
る
教
室
に
も
事
欠
く
不
自
由
な

学
校
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
た
分
校
時
代
で
あ

っ
た
が
、
野
球
部
の
活
動
は
盛
ん
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。「
ふ
だ
ん
は
、
土
浦
尋
常
小
学
校
の
校
庭

を
借
り
て
練
習
を
し
て
い
た
が
、
日
曜
日
と
も

な
る
と
、
脚
絆
に
地
下
足
袋
姿
で
、
鉄
道
線
路

を
辿
っ
て
神
立
原
ま
で
出
向
き
、
練
習
試
合
な

ど
を
し
た
。
」（
『
「
進
修
百
年
』
平
成
９
年
11
月

刊
）
と
あ
る
し
、
ま
た
『
進
修
』
第
二
号
（
明

治
33
年
９
月
刊
）
に
は
、
「
草
青
く
地
碧
な
る

神
立
原
、
た
ん
ぽ
ぽ
乱
る
ゝ
頃
も
、
千
草
の
花

の
錦
織
り
な
す
頃
も
、
《
中
略
》 

う
つ
球
の
強

き
思
ひ
も
て
、
烏
の
啼
か
ぬ
日
は
あ
れ
ど
、
ボ

ー
ル
取
ら
ざ
る
こ
と
な
く
飛
球
の
速
き
は
、
電

の
如
く
、
打
球
の
強
き
は
、
鉄
も
砕
け
む
は
か

り
」
と
神
立
原
で
の
熱
の
入
っ
た
練
習
の
様
子

が
書
か
れ
て
い
る
。 

初
の
対
外
試
合 

『
進
修
』
第
二
号
は
更
に
「
下
妻
野
球
選
手

よ
り
の
、
挑
戦
状
は
来
ぬ
、
時
恰
も
、
修
学
旅

行
の
あ
る
を
機
と
し
、
戦
は
十
五
日
を
以
て
開

く
べ
く
」
と
続
く
。（
修
学
旅
行
と
は
土
中
の
教
師

を
ま
じ
え
た
五
〇
余
名
の
日
光
旅
行
）
そ
し
て
「
枝

静
か
な
ら
む
と
欲
す
る
も
、
風
止
ま
す
と
や
、

あ
ゝ
雨
は
降
り
来
り
ぬ
、
さ
れ
ど
横
瀬
審
判
官

の
一
令
の
下
に
、
戦
は
開
か
れ
、
吾
先
つ
攻
軍

た
る
も
、
如
何
せ
む
、
雨
は
ふ
り
に
降
り
し
き

り
、
球
は
濡
れ
て
手
に
も
止
ら
ず
、
足
は
す
べ

り
て
地
に
つ
か
ず
、
空
し
く
涙
を
の
み
て
、
霊

腕
施
す
に
由
な
き
時
の
、
口
惜
さ
は
如
何
は
か

り
ぞ
や
」
と
下
妻
リ
ー
ド
で
展
開
し
た
が
、
雨

の
た
め
三
回
で
中
止
と
な
っ
た
試
合
の
顛
末
を

記
し
て
い
る
。 

 

こ
の
対
抗
試
合
に
つ
い
て
、
明
治
36
年
版
の

『
野
球
年
報
』
に
、
下
妻
中
か
ら
の
投
稿
記
事

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。「
好
敵
手
を
待
ち
し
折
柄
、

県
下
土
浦
中
学
よ
り
挑
戦
あ
り
、
時
は
明
治
三

十
二
年
十
月
廿
有
余
日
」
と
土
浦
中
よ
り
試
合

を
申
し
込
ま
れ
た
と
し
、
両
校
の
雨
中
戦
の
経

過
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 

 

「
当
校
選
手
の
初
陣
た
る
対
土
浦
中
学
試
合

は
当
校
に
於
て
催
さ
れ
、《
中
略
》
攻
手
守
手
幾

度
か
交
代
し
つ
つ
刻
一
刻
戦
い
は
猛
烈
を
加
え

ん
と
せ
し
折
り
し
も
、
朝
来
の
雨
雲
い
や
垂
れ

て
終
に
雨
滴
を
飛
ば
し
、
雨
中
の
戦
況
壮
烈
云

わ
ん
方
な
し
。
何
れ
も
責
任
を
負
う
健
児
の
雨

も
も
の
か
と
叫
び
つ
つ
死
に
物
狂
い
に
戦
い
し

が
、
猛
雨
沛
然
と
し
て
風
さ
え
烈
し
く
、
戦
は

終
に
中
止
せ
ら
れ
た
り
。
勇
士
の
痛
恨
思
う
に

余
り
あ
り
。」 

 

ま
た
、
後
年
、
飛
田
穂
洲
も
「
こ
の
テ
ー
ム

（
下
妻
中
）
の
最
初
の
対
抗
試
合
は
明
治
三
十

二
年
十
月
、
土
浦
中
学
の
挑
戦
に
応
じ
て
自
校

庭
に
戦
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
土
浦
軍
は
草

鞋
脚
絆
の
旅
装
を
整
え
バ
ッ
ト
・
ミ
ッ
ト
を
肩

に
筑
波
山
を
廻
り
数
里
を
踏
破
し
て
下
妻
に
乗

込
ん
だ
。《
中
略
》
不
幸
三
回
に
し
て
大
雨
の
た 

                           

め
中
止
と
な
っ
た
。
ス
コ
ア
は
下
妻
の
十
三
、

土
浦
の
一
で
土
浦
軍
の
旗
色
は
極
め
て
よ
く
な

か
っ
た
。」
（
野
球
人
国
記
）
と
書
い
て
い
る
。 

 

と
も
あ
れ
、
本
校
に
と
っ
て
最
初
の
対
外
試

合
は
雨
天
中
止
と
は
い
え
三
回
ま
で
の
コ
ー
ル

ド
ゲ
ー
ム
的
惨
敗
で
あ
っ
た
。 

果
し
状
は
ど
ち
ら
か
ら
？ 

 

こ
こ
で
、
興
味
深
い
の
は
、
こ
の
試
合
を
巡
っ
て

の
両
校
の
記
録
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

 
 

平 成 ２ ２ 年 ７ 月 １ ０ 日 

茨城県立土浦第一高等学校 

進修同窓会旧本館活用委員会 

第２６号 

第９２回全校高校野球選手権大会茨城県大会は今日開幕します。これに参加

する本校選手の健闘を願って止みません。手元に昭和２７年の県大会のパン

フレットがあります。参加校は３５校です。勿論土浦一高も組合せ表にあり

ます。それどころか準々決勝で水戸一高を破り，準決勝まで駒を進め，惜し

くも水戸工業に破れています。この時期，本校は県４強の常連校でした。甲

子園に出場したのはそれから５年後のことです。 

下
妻
中
学
校
は
、
明
治
30
年
４
月
、
茨
城
県
尋

常
中
学
校
の
分
校
と
し
て
、
土
浦
分
校
と
共
に
設
立

さ
れ
た
。
当
初
は
下
妻
町
本
宿
の
新
福
寺
を
仮
校
舎

と
し
て
い
た
が
、
明
治
32
年
４
月
に
は
雨
天
体
操

場
、
同
年
９
月
に
は
新
校
舎
が
完
成
し
て
い
る
。
ま

た
、
生
徒
達
の
手
も
借
り
て
運
動
場
も
整
備
さ
れ

た
。
（
土
浦
分
校
の
新
校
舎
が
完
成
す
る
の
は
明
治

32
年
12
月
で
、
運
動
場
の
土
盛
り
工
事
が
済
む
の

は
明
治
34
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
） 

こ
の
頃
、
下
妻
で
も
野
球
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
明
治
31
年
に
は
、
下
妻
分
校
に
「
尚

技
会
」
と
い
う
野
球
チ
ー
ム
が
で
き
て
い
る
。 

 

完成当時の下妻分校新校舎（明治３２．９．６） 

土浦分校の立田校舎もこのような建物であった。 

←明治３９年頃の土中野球部選手たち（創立７０周年記念誌「進修」より） 

 



 

 

 
ま
ず
一
つ
は
、
試
合
の
申
し
込
み
（
挑
戦
状
）

は
ど
ち
ら
か
ら
な
の
か
、
と
い
う
点
で
す
。
双

方
、
挑
戦
を
受
け
た
と
し
て
い
ま
す
。
第
三
者

で
あ
る
飛
田
穂
洲
が
『
野
球
人
国
記
』
に
土
浦

中
学
の
挑
戦
に
応
じ
た
試
合
と
記
し
て
い
る
が
、

文
面
か
ら
下
妻
の
資
料
に
基
づ
い
て
書
か
れ
て

お
り
、
疑
問
を
解
く
に
足
ら
な
い
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
と
な
っ
て
は
も
は

や
解
明
の
術
は
な
い
が
、
ど
う
も
土
中
側
か
ら

の
申
し
入
れ
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
ら
な
い
。

下
妻
か
ら
の
挑
戦
を
、
事
前
か
ら
計
画
さ
れ
て

い
た
日
光
へ
の
修
学
旅
行
途
中
に
受
け
る
と
い

う
の
は
不
自
然
だ
。
む
し
ろ
土
中
側
か
ら
試
合

を
申
し
入
れ
、
対
抗
試
合
を
旅
行
の
日
程
に
組

み
込
ん
だ
と
見
た
方
が
無
理
が
な
い
。
こ
の
試

合
に
本
校
が
勝
利
し
て
い
れ
ば
、
そ
う
し
た
記

録
が
残
さ
れ
た
ろ
う
。
挑
戦
状
を
突
き
つ
け
て

臨
ん
だ
結
果
の
大
敗
で
は
何
と
も
格
好
が
つ
か

な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

も
う
一
つ
は
、
下
妻
が
、
「
回
数
前
後
三
回
、

彼
得
る
所
一
、
我
は
十
三
点
を
得
た
り
。」
と
ス

コ
ア
を
記
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
進
修
』
の

記
録
に
は
そ
れ
が
無
い
。
雨
の
た
め
捕
球
が
ま

ま
な
ら
ず
、
ぬ
か
る
み
の
グ
ラ
ン
ド
に
足
を
と

ら
れ
て
思
う
よ
う
な
プ
レ
ー
が
出
来
な
か
っ
た

と
嘆
き
、『
幾
夜
の
夢
に
入
り
け
む
こ
の
戦
も
遂

に
画
餅
と
な
り
ぬ
、
さ
れ
ど
当
日
三
回
迄
の
有

様
は
、
い
は
ま
し
け
れ
ど
、
吾
に
こ
を
記
す
へ

き
筆
な
き
を
如
何
せ
む
』
と
試
合
の
勝
敗
に
つ

い
て
は
明
記
し
て
い
な
い
。 

 

勝
負
は
勝
つ
か
負
け
る
か
の
極
め
て
単
純
明

快
な
結
果
の
世
界
で
あ
る
。
し
か
し
、
勝
者
と

敗
者
で
は
、
そ
の
結
果
の
受
け
止
め
方
に
大
き

な
違
い
が
生
じ
て
し
ま
う
。
そ
の
勝
負
は
時
間

を
経
た
後
世
に
お
け
る
評
価
す
ら
異
な
っ
た
も

の
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
得
る
。 

『
下
妻
第
一
高
等
学
校
野
球
部
史
・
中
学
時
代

篇
』
（
平
成
15
年
刊
）
で
「
こ
の
試
合
は
、
県

内
で
県
内
の
学
校
ど
う
し
が
お
こ
な
っ
た
最
初

の
も
の
と
し
て
記
念
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。」
と

そ
の
意
義
を
評
価
し
て
い
る
が
、『
土
浦
中
学
校

野
球
の
記
録
』
（
平
成
13
年
刊
）
で
は
「
土
浦

中
学
に
と
っ
て
記
念
す
べ
き
試
合
が
行
わ
れ

た
。
」
と
あ
る
だ
け
で
記
述
は
素
気
な
い
。
両

校
の
歴
史
認
識
の
違
い
と
い
え
ば
少
々
大
げ
さ

な
も
の
言
い
か
も
し
れ
な
い
が
…
。 

因
縁
の
対
決 

明
治
33
年
４
月
に
、
土
浦
・
下
妻
両
分
校
は

そ
れ
ぞ
れ
土
浦
中
学
校
・
下
妻
中
学
校
と
し
て

独
立
す
る
が
、
下
妻
中
は
一
高
（
現
東
大
）
選

手
の
コ
ー
チ
を
受
け
た
り
、
当
時
連
戦
連
勝
不

敗
を
誇
っ
て
い
た
水
戸
中
に
挑
戦
し
て
勝
利

（
明
治
34
年
10
月
）
す
る
な
ど
ま
す
ま
す
野

球
熱
は
高
ま
っ
て
い
た
。
本
校
で
も
立
田
校
舎

の
運
動
場
で
練
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
竜

ヶ
崎
分
校
と
の
練
習
試
合
も
頻
繁
に
行
わ
れ
て

い
た
。
勿
論
運
動
会
で
の
学
年
対
抗
試
合
や
校

内
紅
白
戦
（
各
級
連
合
野
球
試
合
）
は
「
快
晴

微
風
だ
に
な
い
、
の
ど
か
な
春
の
日
に
、
見
物

に
来
る
者
百
数
十
人
…
」
（
『
進
修
』
第
五
号
）

と
あ
る
よ
う
に
大
変
な
人
気
で
あ
っ
た
。 

 

ま
た
、
同
号
に
は
、
明
治
36
年
７
月
に
行
わ

れ
た
「
土
浦
対
下
妻
四
年
以
下
野
球
試
合
」
の

詳
細
な
試
合
内
容
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
し

て
大
差
を
以
っ
て
土
浦
が
勝
っ
た
こ
と
を
次
の

よ
う
に
大
げ
さ
に
報
じ
て
い
る
。 

「
勝
利
！
勝
利
！
勝
利
！
我
校
は
じ
ま
つ
て

の
大
勝
利
！ 

即
ち
三
十
一
に
対
す
る
彼
れ
オ

ン
リ
イ
一
。
」
ま
た
、
「
敵
の
打
球
外
野
に
飛
び

し
も
の
な
く
一
般
に
外
野
諸
氏
は
暇
な
り
し
は

御
気
の
毒
な
り
」
と
い
さ
さ
か
調
子
に
乗
っ
た

記
述
で
あ
る
。 

同
年
10
月
に
再
び
対
下
妻
戦
が
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
試
合
を
飛
田
穂
洲
は
「
明
治
三
三

年
下
妻
に
遠
征
し
て
不
覚
を
と
っ
て
か
ら
彼
等

は
、
二
年
に
亙
る
練
習
を
積
み
再
度
下
妻
征
討

の
軍
を
起
し
、
例
の
如
く
草
鞋
脚
絆
に
身
を
か

た
め
て
筑
波
山
を
廻
り
下
り
下
妻
城
下
に
押
し

寄
せ
た
。
三
六
年
一
〇
月
四
日
筑
波
の
峰
は
漸

く
色
づ
か
ん
と
す
る
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
試
合
の

前
半
土
浦
軍
の
形
勢
甚
だ
悪
く
ま
た
し
て
も
下

妻
軍
の
下
風
に
立
つ
か
と
思
わ
れ
た
が
、
後
半

に
入
り
て
大
い
に
揮
い
十
対
六
を
も
っ
て
見
事

こ
れ
を
蹴
破
《
後
略
》」
と
先
の
『
野
球
人
国
記
』

で
述
べ
て
い
る
。
こ
の
戦
い
の
様
子
は
『
進
修
』

第
五
号
で
も
「
戦
勝
記
」
と
し
て
「
亀
城
壁
下

の
九
名
士
臥
薪
嘗
胆
の
練
習
は
そ
も
誰
が
為
ぞ

や
。
勝
つ
も
負
く
る
も
一
場
の
夢
と
い
う
事
勿

れ
勝
て
ば
官
軍
負
く
れ
ば
之
れ
賊
九
士
の
勝
負

は
亀
城
五
百
の
名
栄
存
亡
の
関
す
る
あ
る
を
。」

と
名
文
調
で
綴
っ
て
い
る
。 

 

県
中
等
野
球
大
会
始
ま
る 

「
こ
の
年
（
明
治
37
）
土
浦
中
学
の
呼
び
か

け
で
第
一
回
の
中
等
野
球
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
、
飛
田
穂
洲
に
よ
る
と
《
六
月
下
旬
土
浦
中

学
よ
り
県
下
大
会
を
開
催
し
大
い
に
県
内
の
士

気
を
鼓
舞
し
よ
う
と
い
ふ
勧
誘
状
が
舞
い
込
ん

だ
。
無
論
水
戸
中
学
は
無
条
件
で
賛
意
を
表
し
、

期
日
は
八
月
一
日
、
土
浦
在
神
立
原
を
会
場
に

定
め
、
土
浦
中
学
は
主
催
校
と
し
て
万
事
に
斡

旋
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
茨
城
県
下
大

会
の
嚆
矢
で
あ
る
。
土
浦
は
水
戸
を
は
じ
め
下

妻
、
竜
ヶ
崎
、
太
田
、
水
海
道
に
勧
誘
状
を
発

し
た
が
、
こ
の
時
参
加
し
た
の
は
、
僅
か
に
土

浦
、
水
戸
、
竜
ヶ
崎
の
三
校
に
過
ぎ
な
か
っ
た
》

（『
野
球
人
国
記
』
）。
大
会
の
四
年
後
、
穂
洲
は

『
い
は
ら
き
新
聞
』（
明
治
40
・
７
・
30
）
に
、

《
第
一
回
県
下
の
大
会
は
四
年
前
、
該
校
が
発

起
し
て
神
立
原
に
開
催
し
た
の
が
初
め
て
で
、

今
日
の
如
き
立
派
な
も
の
に
な
っ
た
の
で
あ
る

か
ら
、
大
会
に
於
て
は
土
浦
中
学
が
最
大
の
恩

人
と
も
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
（
以
下
略
）
》
と

書
い
て
い
る
。 

こ
の
大
会
は
「
連
合
野
球
大
会
」
と
い
わ
れ

て
い
る
。
本
校
の
不
参
加
の
理
由
に
つ
い
て
は

不
明
だ
が
、
明
治
34
年
の
対
水
戸
中
戦
で
、
学

校
の
不
許
可
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
応
援
団
の
強

行
遠
征
事
件
が
尾
を
ひ
い
て
、
学
校
当
局
の
許

可
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
公
算
が
大
き
い
」
（
『
下

妻
一
高
野
球
部
史
・
中
学
時
代
篇
』
）。 

今
か
ら
百
年
余
り
前
に
、
現
在
の
全
国
高
校

野
球
選
手
権
茨
城
大
会
の
原
点
と
も
い
え
る
こ

の
県
大
会
の
開
催
を
提
唱
し
実
現
さ
せ
て
、
県

球
界
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
た
本
校
野
球
部
だ
が
、

こ
の
こ
と
を
伝
え
る
本
校
内
の
資
料
は
乏
し
い
。

『
進
修
』
第
六
号
（
明
治
38
年
４
月
刊
）
に
、

年
度
、
開
催
地
も
記
さ
れ
て
い
な
い
「
土
浦
対

水
戸
野
球
試
合
」
と
「
土
浦
対
龍
ヶ
崎
野
球
試

合
」
の
記
録
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。 

水
戸
戦
に
つ
い
て
は
、「
水
戸
中
学
勝
利
の
万 

歳
を
叫
び
た
り
き
、
諸
君
よ
！ 

記
せ
よ
！ 

七
月
二
十
八
日
、
オ
ン
リ
ー
一
点
の
差
を
以
っ

て
、
亀
城
の
健
児
を
し
て
敗
衂
の
名
を
と
ら
せ

た
る
を
！
」
と
そ
の
悔
し
さ
を
述
べ
、
続
く
龍

ヶ
崎
戦
に
つ
い
て
は
「
七
月
二
十
日
、
此
日
の

戦
ひ
は
も
の
ヽ
美
事
に
、
敵
軍
を
打
ち
破
り
た

る
を
！
吾
が
得
点
十
一
、
敵
の
得
点
オ
ン
リ
ー

ツ
ー
、
…
龍
軍
の
士
は
悄
然
と
し
て
去
り
、
吾

軍
の
士
は
昂
然
と
し
て
去
る
、
野
は
や
が
て
夢

の
如
く
暮
れ
た
る
也
」
と
勝
利
を
喜
ぶ
な
ど
、

試
合
の
勝
敗
に
一
喜
一
憂
し
て
い
る
だ
け
で
、

連
合
大
会
の
意
義
に
ま
で
言
及
し
て
い
な
い
の

が
惜
し
ま
れ
る
。 

 

と
も
あ
れ
、
今
年
も
熱
い
夏
が
始
ま
る
。
僅

か
三
校
で
始
ま
っ
た
連
合
大
会
を
顧
み
る
に
、

一
〇
三
校
参
加
の
球
宴
は
殊
更
興
味
深
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


